
旬をおいしく！
農菜レシピ 常夜なべ・ほうれん草の煮びたし

＊材料＊（２人分）

①豚肉は半分の長さに切る。ほうれん草はよく洗
　い、根元に包丁を入れてさいておく。

②土鍋に水を７分目まで入れ、昆布、酒を入れて
　沸かす。

③なべにほうれん草と豚肉を入れて煮る。

①ほうれん草はかためにゆで、水にとって冷ます。
　水気を絞って３センチの長さに切る。

②油揚げは熱湯をかけて油抜きをし、
　２センチ幅に切る。

③なべに A を沸かし、ほうれん草と油揚げを入れてひと煮立ちさせ
　る。そのまま冷まして味を含ませる。

＊作り方＊

・平成28年産水稲・麦・果樹

 共済金総額8700万円を支払う
・水田と畑の健康チェック

 土壌診断書を見てみよう！

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

☆常夜なべ

ほうれん草…1/2 束
油揚げ…1/2 枚
A　出汁…100cc
　  薄口しょうゆ…小さじ１
　  塩…ひとつまみ
　  砂糖…小さじ１

☆ほうれん草の煮びたし

☆常夜なべ

☆ほうれん草の煮びたし

豚ロース薄切り…200g
ほうれん草…1/2 束
酒…大さじ２
昆布…５センチ
ポン酢
　　しょうゆ…大さじ３
　　出汁…大さじ３
　　カボスやスダチの絞り汁

根元に切り込みを入れると
均一に茹で上がる！

お好みで、あさつきや紅葉おろしを薬味にして召しあがれ。

り
ゅ
う
た

やまなし［発行］

URL　  http://www.nosai-yamanashi.or.jp
E-mail  hon@nosai-yamanashi.or.jp

本所 
〒400-0034　山梨県甲府市宝１丁目21-20
TEL 055-228-4711　FAX 055-228-4715

中央支所
〒400-1501
甲府市上曽根町 3206-2
TEL 055-266-4411

南アルプス支所
〒400-0306
南アルプス市小笠原 1339-1
TEL 055-282-0443

富士支所
〒402-0056
都留市つる５丁目2-21
TEL 0554-45-6611

北部支所
〒407-0001
韮崎市藤井町駒井 3206-1
TEL 0551-23-1111

平成29年３月10日発行

　
広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
７
春
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
今
回
は
平
成
28
年
産
の
共
済
金
支
払
実
績
に
つ
い

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ま

に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
昨
年
の
合
併
直
前
号
か
ら
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
毎
回
た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
を
い
た
だ
き
、
編

集
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
「
き
ょ
う
さ

い
部
長
」
の
取
材
で
は
、
楽
し
い
ご
夫
婦
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
書
き
き
れ
な
く
て
困
る
ほ
ど
で
す
。
皆
さ

ま
に
も
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

編
集
後
記
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富
士
吉
田
市
で
水
稲
１
０
０
㌃
、

大
豆
７
０
㌃
、
野
菜
１
０
０
㌃
を

栽
培
し
て
い
る
宮
下
さ
ん
。
耕
作

す
る
水
田
か
ら
は
、
大
き
な
富
士

山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
孫
の
竜
汰
く
ん
は
、
お
肉
よ
り

焼
き
魚
や
野
菜
を
好
む
大
人
の
味

覚
。
最
近
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
も
ら

っ
た
人
生
ゲ
ー
ム
に
夢
中
で
す
。

保
育
園
の
パ
ン
ダ
組
で
は
、
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
が
は
や
っ
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
小
学
一
年
生
。
小
学
生

に
な
っ
た
ら
算
数
を
が
ん
ば
る
そ

う
で
す
。

竜
汰
く
ん
（
６
）

宮
下
　
司
さ
ん
（
78
）　
ア
サ
ミ
さ
ん
（
71
）

山梨県農業共済組合

〈
予
告
〉

広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
７
夏
号

（
平
成
29
年
6
月
発
行
予
定
）

ア
ル
バ
ム

冬号

・平成28年産水稲・麦・果樹 共済金総額8700万円を支払う
・水田と畑の健康チェック 土壌診断書を見てみよう！
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高
品
質
ト
マ
ト
を
周
年
栽
培

マ
ト
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
平

成
26
年
の
大
雪
の
際
に
は
ガ
ラ

ス
が
破
損
し
、
３
０
０
枚
ほ
ど

交
換
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
が
、

ハ
ウ
ス
内
の
作
物
は
無
事
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　
ト
マ
ト
は
、
「
桃
太
郎
」
や

「
ア
イ
コ
」
、
「
オ
レ
ン
ジ
千

果
」
な
ど
、
９
種
類
を
栽
培
。

　
「
一
年
中
同
じ
値
段
で
、
お

い
し
い
の
が
う
ち
の
ト
マ
ト
の

売
り
で
す
」
と
話
す
一
之
瀬
さ

ん
ご
夫
婦
。
現
在
、
ハ
ウ
ス
養

液
栽
培
の
ト
マ
ト
35
㌃
を
主
に
、

水
稲
１
０
０
㌃
、
ナ
ス
20
㌃
を

栽
培
し
、
ハ
ウ
ス
隣
接
の
直
売

所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
敷
地

内
に
は
野
菜
や
お
米
の
自
動
販

売
機
を
設
置
し
、
通
り
す
が
り

の
客
や
通
勤
客
が
リ
ピ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
は
、
昭
和
53
年
の
結

婚
当
時
、
イ
チ
ゴ
や
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
新
婚
旅
行
中

の
大
雪
で
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
倒

壊
し
、
現
在
の
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

へ
と
切
り
替
え
、
数
年
後
に
ト

同
じ
く
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
で
栽
培

し
て
い
る
仲
間
と
オ
ラ
ン
ダ
や

カ
ナ
ダ
に
研
修
に
行
き
、
オ
ラ

ン
ダ
で
学
ん
だ
誘
引
フ
ッ
ク
を

手
作
り
す
る
な
ど
、
効
率
的
な

作
業
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
が
落
ち
着
く
冬
に
は

旅
行
に
出
か
け
、
全
国
各
地
の

グ
ル
メ
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
松
島
、
京
都
、
北

陸
に
行
っ
た
そ
う
で
「
鳥
取
砂

丘
や
出
雲
大
社
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
行
き
た
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
」
と
、
次
の
旅
行

が
待
ち
遠
し
そ
う
。

　
忙
し
い
農
作
業
の
合
間
に
も
、

芳
樹
さ
ん
は
ゴ
ル
フ
、
千
百
合

さ
ん
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
精
を

出
し
ま
す
。
お
二
人
は
「
体
の

あ
ち
こ
ち
が
痛
い
け
ど
、
好
き

で
や
っ
て
い
る
の
で
弱
音
は
吐

け
ま
せ
ん
。
『
や
め
ろ
』
と
言

わ
れ
な
い
よ
う
に
、
体
を
い
た

わ
り
な
が
ら
続
け
た
い
ね
」
と

お
互
い
の
趣
味
の
世
界
も
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

互
い
の
趣
味
も
大
切
に

人
と
牛
の
ベ
ス
ト
な
位
置
を
探
る

　
毎
日
の
作
業
は
、
ご
夫
婦
と

息
子
さ
ん
の
３
人
で
行
い
ま
す
。

数
年
前
に
裕
美
子
さ
ん
が
怪
我

を
し
た
こ
と
も
あ
り
「
息
子
が

手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
気
が
楽
に
な
っ
た
」
と
お
二

人
は
話
し
ま
す
。

　
「
酪
農
は
、
世
話
を
す
る
人

間
の
性
格
や
都
合
と
、
牛
の
負

担
や
個
体
差
な
ど
の
具
合
を
見

て
ベ
ス
ト
な
状
態
を
見
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
見

定
め
る
ま
で
に
は
何
年
も
か
か

る
し
、
『
こ
こ
だ
』
と
思
っ
た

道
で
も
軌
道
修
正
を
続
け
な
い

と
経
営
は
成
り
立
た
な
い
」
と

真
一
さ
ん
。
前
日
ま
で
元
気
に

餌
を
食
べ
て
い
た
牛
が
、
翌
日

突
然
死
す
る
こ
と
も
あ
り
、
何

　
「
酪
農
は
、
酪
農
家
の
数
だ

け
や
り
方
が
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
な
い
の
が
難
し
い
」
と
話

す
野
沢
真
一
さ
ん
。
現
在
、
成

乳
牛
60
頭
と
育
成
乳
牛
50
頭
、

計
１
１
０
頭
を
飼
育
し
て
い
ま

す
。

　
真
一
さ
ん
は
、
酪
農
家
の
２

代
目
。
東
京
出
身
の
裕
美
子
さ

ん
と
は
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
で

知
り
合
い
、
平
成
３
年
に
結
婚

し
ま
し
た
。

が
原
因
だ
っ
た
の
か
、
ど
う
す

る
べ
き
か
を
獣
医
師
と
相
談
し

た
り
、
他
の
酪
農
家
と
情
報
交

換
を
し
た
り
し
て
、
常
に
飼
育

方
法
を
修
正
し
て
い
ま
す
。

　　
裕
美
子
さ
ん
が
大
の
動
物
好

き
の
た
め
、
野
沢
家
に
は
ペ
ッ

ト
と
し
て
、
イ
ヌ
、
ネ
コ
、
シ

カ
、
ウ
マ
、
ヤ
ギ
、
オ
ウ
ム
、

ウ
サ
ギ
、
ガ
チ
ョ
ウ…

な
ど
な

ど
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
動

物
が
い
て
、
彼
ら
の
存
在
は
裕

美
子
さ
ん
の
人
生
の
癒
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
１

回
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
く

の
も
裕
美
子
さ
ん
の
元
気
の
素

で
す
。

　
趣
味
と
い
う
趣
味
は
な
い
と

い
う
真
一
さ
ん
で
す
が
、
シ
イ

タ
ケ
や
ナ
メ
コ
な
ど
の
キ
ノ
コ

を
自
家
栽
培
し
て
お
り
、
た
く

さ
ん
取
れ
た
と
き
に
は
ご
近
所

へ
配
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
昔

や
っ
て
い
た
ゴ
ル
フ
を
ま
た
始

め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

自
宅
は
ミ
ニ
動
物
園
！？

直売所では一年中おいしいトマトを販売しています

「
マ
ル
ヨ
シ
園
芸
農
作
物
直
売
所
」

営
業
時
間
：
10
時
か
ら
17
時
ま
で

定
休
日
：
火
曜
日

3 2

お互いへ一言

芳
樹
さ
ん

　
何
も
言
わ
な
く
て
も
通
じ
合
う
空
気

み
た
い
な
存
在
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が

と
う
。

千
百
合
さ
ん

　
健
康
で
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

経
営
規
模
　
水
稲
１
０
０
㌃

　
　
　
　
　
ト
マ
ト
35
㌃
、
ナ
ス
20
㌃

中
央
市

下
三
条
地
区
共
済
部
長

い
ち
の
せ
　
　
　 

　  

よ
し
き

ち
ゆ
り

一 
之
瀬
　芳
樹
さ
ん（
65
）

 　
    

　千
百
合
さ
ん（
61
）

お互いへ一言

経
営
規
模
　
成
乳
牛
60
頭

　
　
　
　
　
育
成
乳
牛
50
頭

富
士
河
口
湖
町

富
士
ヶ
嶺
西
１
条
地
区
共
済
部
長

の
ざ
わ
　
　
　
　 

し
ん
い
ち

ゆ
み
こ

野
沢
　真 

一 

さ
ん（
55
）

 　

  

　裕
美
子
さ
ん（
49
）

ＮＯＳＡＩの縁の下の力持ち
共済部長さんを

パートナーとして支える
奥様と共に紹介します

真
一
さ
ん

　
ペ
ッ
ト
好
き
も
ほ
ど
ほ
ど
に…

。
体
が
大

事
な
仕
事
な
の
で
、
健
康
に
は
気
を
つ
け
て

や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

裕
美
子
さ
ん

　
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
だ
け
で
き
る
の
は

主
人
の
お
か
げ
。
好
き
な
よ
う
に
や
ら
せ
て

も
ら
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

オランダ仕込みの誘引フックはトマトの高さを
自在に調節できます

ご夫婦が近づくと牛たちが寄ってきます

敷地内でシカもイヌもなかよし
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・
水
稲
（
平
成
28
年
12
月
７
日
支
払
）

　
昨
年
８
月
中
旬
か
ら
９
月
中
旬
に
か
け

て
前
線
や
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
曇
り
や

雨
の
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
台
風
第
13

号
、
第
16
号
に
よ
る
大
雨
も
あ
り
、
降
雨

と
日
照
不
足
に
よ
り
穂
い
も
ち
病
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
間
部
を
中
心
に
、
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
に
よ
る
食
害
・
踏
み
倒
し
な
ど
の

獣
害
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

・
麦
（
平
成
28
年
８
月
25
日
支
払
）

　
昨
年
１
月
中
旬
の
降
雪
や
、
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
平
年
よ
り
降
水
量
が
多
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
土
壌
湿
潤
害
で
生
育

不
良
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
月
中
旬

以
降
は
急
激
に
気
温
が
上
昇
し
た
た
め
、

十
分
に
茎
が
伸
長
し
な
い
う
ち
に
出
穂
と

な
り
、
穂
が
充
実
し
な
い
株
が
多
く
発
生

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
間
部
を
中
心
に
、
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
に
よ
る
食
害
・
踏
み
倒
し
な
ど
の

獣
害
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

農
作
物
共
済

・
ぶ
ど
う
（
平
成
28
年
12
月
20
日
支
払
）

　
昨
年
５
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
の

降
雨
等
に
よ
り
、
「
べ
と
病
」
が
発
生
し

ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
中
旬
以
降
の
断
続

的
な
降
雨
に
よ
り
、
大
房
系
品
種
を
中
心

に
裂
果
が
発
生
し
ま
し
た
。

・
も
も
、
す
も
も

 

（
平
成
28
年
12
月
20
日
支
払
）

　
昨
年
７
月
４
日
及
び
14
日
に
峡
東
地
域

を
中
心
に
強
風
が
吹
き
、
収
穫
期
を
迎
え

て
い
た
園
地
で
は
枝
折
れ
や
落
果
等
の
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
７
月
４
日
に

は
、
甲
府
地
方
気
象
台
で
最
大
瞬
間
風
速

27
・
７
ｍ
／
ｓ
を
記
録
し
、
７
月
と
し
て

は
観
測
史
上
２
番
目
に
強
い
風
が
吹
き
ま

し
た
。

　
28
年
産
の
支
払
共
済
金
を
方
式
別
に
見

る
と
、
表
の
と
お
り
「
総
合
方
式
」
が
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
す
。
近
年
は
、
「
特
定
危
険
方
式
（
暴

風
雨
、
ひ
ょ
う
害
、
凍
霜
害
に
限
定
）
」

で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
災
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
〝
ま
さ
か
〞
に

備
え
て
、
総
合
方
式
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

・
り
ん
ご
（
平
成
29
年
1
月
31
日
支
払
）

　
昨
年
４
月
12
日
の
低
温
に
よ
る
凍
霜
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

・
か
き
（
平
成
29
年
1
月
31
日
支
払
）

　
果
実
肥
大
期
の
断
続
的
な
降
雨
に
よ
り
、

「
へ
た
す
き
果
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

■ 

果
樹
共
済

支払戸数

支払共済金

支払戸数

支払共済金

205戸

7,420,652円

平
成
28
年
産
水
稲
・
麦
・
果
樹

共
済
金
総
額
８
７
０
０
万
円
を
支
払
う

4戸

41,206円

農
家
の
皆
様
か
ら

こ
ん
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

べ
と
病
防
除
の
ポ
イ
ン
ト 〈

対
　
策
〉 

○
水
田
内
の
除
草

　
　
ヒ
エ
や
ホ
タ
ル
イ
の
穂
は
カ
メ
ム

　
シ
を
誘
引
し
、
発
生
源
に
な
り
ま
す
。

○
水
田
周
辺
の
除
草

　
　
水
田
周
辺
の
雑
草
は
、
カ
メ
ム
シ

　
の
発
生
源
や
水
田
へ
侵
入
す
る
中
継

　
場
所
と
な
り
ま
す
。

　
　
出
穂
後
の
草
刈
は
カ
メ
ム
シ
の
水

　
田
内
へ
の
侵
入
を
助
長
す
る
の
で
、

　
草
刈
は
出
穂
期
10
日
前
ま
で
に
済
ま

　
せ
ま
し
ょ
う
。

○
薬
剤
に
よ
る
防
除

　
　
出
穂
期
か
ら
乳
熟
期
に
１
回
と
糊

　
熟
期
（
出
穂
後
14
日
頃
）
に
１
回
の

　
計
２
回
を
基
本
に
行
い
ま
す
。

　
　
そ
の
後
も
発
生
が
見
ら
れ
る
場
合

　
は
追
加
散
布
し
ま
す
。

　平
成
28
年
産
ぶ
ど
う
で
は
、
多
く
の
農
家
が
べ
と
病
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

　べ
と
病
防
除
は
、
防
除
時
期
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

防
除
の
ポ
イ
ン
ト
を
復
習
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
１
　
お
米
に
黒
い
斑
点
が
あ
る
の
で

　
　
　
す
が
？

Ｑ
２
　
穂
が
立
っ
た
状
態
で
、実
が
入
っ

　
　
　
て
い
な
い
の
で
す
が
？

Ａ
　
い
ず
れ
も
、
カ
メ
ム
シ
の
吸
汁
に

　
　
よ
る
被
害
で
す
。

クモヘリカメムシ
（山梨県病害虫防除所提供）

　
平
成
28
年
産
の
農
作
物
共
済
（
水
稲
・
麦
）
、
果
樹
共
済
（
ぶ
ど
う
・
も
も
・
す
も
も
・
り

ん
ご
・
か
き
）
の
被
害
に
対
し
、
総
額
８
７
０
０
万
円
余
り
の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た
。
果

樹
共
済
の
共
済
金
は
、
過
去
10
年
間
で
３
番
目
に
少
な
い
金
額
で
、
比
較
的
被
害
の
少
な
い
年

と
な
り
ま
し
た
。
作
物
ご
と
の
共
済
金
支
払
実
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成28年産果樹共済　共済金支払実績

ぶどう

もも

すもも

りんご

かき

計

実戸数（戸）

241

105

43

1

15

405

面積（a）

5,465.8

2,421.3

524.1

24.5

381.5

8,817.2

総合方式

共済金（円） 

49,820,980

14,197,550

2,846,820

309,200

2,088,200

69,262,750

実戸数（戸）

0

75

45

1

̶

121

面積（a）

0.0

1,556.0

709.0

53.0

̶

2,318.0

特定危険方式

共済金（円） 

0

7,292,690

2,295,220

804,790

̶

10,392,700

カメムシの吸汁による斑点米

○
防
除
時
期
を
逃
さ
な
い

　
展
葉
５
〜
６
枚
の
時
期
か
ら
、
10
日

間
隔
を
目
安
に
予
防
散
布
を
行
い
ま
す

が
、
散
布
の
開
始
時
期
が
遅
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
と
、
散
布
間
隔
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

○
降
雨
に
注
意

　
次
回
散
布
予
定
日
に
降
雨
が
予
想
さ

れ
る
場
合
は
降
雨
前
に
散
布
し
ま
す
。

雨
が
続
く
場
合
に
は
、
薬
が
流
さ
れ
残

効
が
短
く
な
っ
て
い
る
た
め
散
布
間
隔

を
短
く
し
ま
す
。

○
防
除
暦
に
あ
る
薬
剤
を
使
用

　
耐
性
菌
が
確
認
さ
れ
て
い
る
薬
剤
は

効
果
が
低
い
た
め
、
防
除
暦
に
あ
る
薬

剤
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

予
防

①
葉
や
果
房
に
病
斑
が
見
ら
れ
た
ら
す

　
ぐ
に
除
去
し
、
土
中
に
埋
め
る
か
園

　
外
へ
持
ち
出
し
ま
す
。

②
「
ジ
ャ
ス
ト
フ
ィ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
」

　
の
５
０
０
０
倍
液
を
散
布
し
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
周
辺
に
立
木
類
が
あ
る
場
合
は
飛
散

　
さ
せ
な
い

・
耐
菌
性
の
出
現
を
防
ぐ
た
め
連
用
し

　
な
い
（
年
１
回
の
使
用
と
す
る
）

※

畑
作
物
共
済
（
大
豆
）
の
共
済
金
に
つ
い
て

　
は
、
３
月
中
に
お
支
払
い
す
る
予
定
で
す
。

発
生
後

収穫直前にイノシシによる獣害を受けた水稲
（南部町）

８月中旬以降の降雨により裂果
した甲斐路（甲州市）

甲州の葉に現れたべと病の病斑 べと病に感染した甲斐路の果房

土壌湿潤害により生育不良となった大麦
（北杜市）

?
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被
害
申
告
は
お
早
め
に

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
被
害
調
査
は
現
地
確

認
が
基
本
で
す
。
被
害
申
告
が
遅
れ
て

被
害
状
況
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
共
済
金
の
支
払
い
が

見
込
ま
れ
る
損
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
支
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
果
樹
共
済

　
開
花
期
の
低
温
に
よ
る
凍
霜
害
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
花
の
中
心
部
ま
で
茶
色

く
な
り
、
結
実
に
影
響
を
与
え
る
よ
う

な
場
合
は
、
す
ぐ
に
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
園
芸
施
設
共
済

　
被
害
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
被
害
発

生
の
日
時
や
被
害
の
状
況
を
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
修
復
を
急

い
で
い
る
場
合
で
も
、
修
復
前
に
必
ず

被
害
状
況
が
確
認
で
き
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
中
央
支
所
は
、
甲
府
市
・
山
梨
市
・

笛
吹
市
・
甲
州
市
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
旧
山
梨
中
央
組
合
の
本
所
だ
っ

た
甲
府
市
上
曽
根
町
に
事
務
所
を
構
え

て
い
ま
す
が
、
29
年
度
中
に
山
梨
市
へ

移
転
し
ま
す
。

新
事
務
所
住
所

　
　
山
梨
市
小
原
東
１
３
３
３
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
旧
法
務
局
跡
）

　
移
転
時
期
な
ど
は
、
次
号
広
報
紙
（

平
成
29
年
６
月
発
行
予
定
）
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

中
央
支
所
が
山
梨
市
へ

移
転
し
ま
す
！！

全
共
済
共
通

  

掛
金
の
支
払
い
は
口
座
振
替
で

　
共
済
掛
金
等
は
口
座
振
替
に
よ
る
お

支
払
い
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
掛
金
等
の
払
い
忘
れ

が
な
く
、
現
金
を
手
元
に
用
意
す
る
必

要
が
な
い
の
で
、
加
入
手
続
き
が
ス
ム

ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　
口
座
の
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

NOSA I 職員による薬剤の配布

おしらせ

  

組
合
員
等
ご
と
の
掛
金
率
を 

  

導
入
し
ま
す

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
共
済
掛
金
率

の
改
定
に
合
わ
せ
て
、
「
組
合
員
等
別

危
険
段
階
掛
金
率
」
を
導
入
し
ま
す
。

（
一
部
導
入
し
な
い
家
畜
の
種
類
も
あ

り
ま
す
。
）

　
こ
れ
は
、
被
害
率
の
高
い
人
と
低
い

人
で
掛
金
率
に
差
を
設
け
る
も
の
で
、

平
成
25
年
度
か
ら
27
年
度
の
最
近
３
カ

年
の
被
害
率
を
基
に
計
算
し
ま
す
。組
合

員
の
皆
様
の
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

家
畜
共
済

  

耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
29
年
４
月
以
降
に
加
入
す
る
農

機
具
か
ら
、
耐
用
年
数
を
一
律
７
年
に

変
更
し
ま
す
。

　
農
機
具
更
新
共
済
の
共
済
責
任
期
間

は
７
年
が
上
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 農

機
具
共
済

普通コンバイン
田植機
スピードスプレーヤー  等

主な農機具の耐用年数

現在機種
平成29年
４月以降

トラクター  等

５年

８年 ７年

１０年精米機  等

  
水
稲
種
子
消
毒
へ
の

  

助
成
を
行
い
ま
す

　
水
稲
の
種
子
消
毒
を
行
う
組
合
員
に

対
し
て
薬
剤
や
助
成
金
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
集
落
単
位
で
実
施
し
た
場
合
に
は
薬

剤
費
全
額
（
塩
を
含
む
）
を
助
成
金
と

し
て
交
付
し
ま
す
。
実
施
さ
れ
た
場
合

に
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
申
請

書
と
領
収
書
の
写
し
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
後
日
、
振
込
み
に
て
お
支
払
い
し

ま
す
。

損
害
防
止
事
業

!

お問い合わせ

富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、道志村、
西桂町、忍野村、山中湖村、鳴沢村、富士河口湖町、
小菅村、丹波山村

富士支所　０５５４ー４５ー６６１１

南アルプス市、中央市、市川三郷町、早川町、身延町、
南部町、富士川町、昭和町

南アルプス支所　０５５ー２８２ー０４４３

甲府市、山梨市、笛吹市、甲州市
中央支所　０５５ー２６６ー４４１１

韮崎市、北杜市、甲斐市

北部支所　０５５１ー２３ー１１１１

収入保険制度Ｑ＆Ａ
　　いくらの掛金でどのくらいの収入が補償されるの？

　　例えば、基準収入１,000万円、補償限度額９割（保険８割＋積立１割）、支払率９割を選択した場合、
　　農林水産省の試算では、農家が支払う保険料と積立金の合計は297,000円（保険料72,000円、積立金　
　　225,000円）となっています。保険料には50％、積立金には75％の国庫補助があります。計算方法は表１
　　のとおりです。
　　補償される金額は、最高810万円までで、当年産の収入に応じて補てんされます。（表２参照）

平成31年産からの導入が予定されている収入保険制度の「どうなるの？」にやさしく解説します。

保険料＝基準収入×補償限度（上限８割を選択）×支払率（上限９割を選択）×保険料率１％（試算）

72,000円＝1,000万円×0.8×0.9×0.01

積立金＝基準収入×積立幅（１割）×支払率（上限９割を選択）×1/4

225,000円＝1,000万円×0.1×0.9×0.25

収入保険制度の補てん方式

表１ 保険料・積立金の計算方法

表２ 補てん金額

収入減少の程度
（当年収入）

補てん金を含めた
当年収入

（対基準収入）

30％（700 万円）

50％（500 万円）

100％（   0 万円）

補てん金
の合計

180万円

360万円

810万円

保険金

90万円

270万円

720万円

880 万円（88％）

860 万円（86％）

810 万円（81％）

積立金

90万円

90万円

90万円

※国庫補助（50％）を差し引いた保険料率。保険料率については、今後の調査結果により変更になる可能性があります。

Ｑ
Ａ

　　保険料と積立金は何が違うの？

　　保険料は掛け捨てのため、毎年加入時に支払う必要があります。一方、積立金は農家のお金ですので、
　　補てんがなければ翌年に持ち越されます。

Ｑ
Ａ

※

根津橋

万力大橋 山梨市役所

山梨中央銀行

至塩山

JR中央本線
山梨市駅

亀甲橋

笛
吹
川

笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園

山梨市民会館
山梨郵便局

万力林
万力
公園

至甲府

ちどり湖

加納岩
病院

中央支所
新事務所
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北
杜
市
の
小
山
愛
実
理
さ
ん
（
21
）

は
、
原
材
料
の
生
産
か
ら
加
工
、
販
売

ま
で
全
て
行
う
「
野
菜
パ
テ
ィ
シ
エ
」を

目
指
し
、
昨
年
春
に
就
農
し
ま
し
た
。

　
９
年
前
に
家
族
で
北
杜
市
へ
移
住
し
、

昨
年
３
月
に
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
を

卒
業
。
就
農
１
年
目
の
昨
年
は
、
主
に

父
親
と
同
じ
ス
イ
カ
栽
培
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
畑
に
設
置
し
た
直
売
所
で
自

ら
販
売
を
行
っ
た
こ
と
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
経
営
者
な
ど
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、

新
た
な
仕
事
に
繋
が
る
人
脈
が
で
き
た

と
い
い
ま
す
。
今
年
か
ら
は
借
り
受
け

た
30
㌃
の
水
田
で
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
農

林
48
号
の
水
稲
栽
培
も
始
め
る
予
定
で

す
。

　
現
在
は
農
業
経
営
の
み
で
す
が
「
５

年
後
く
ら
い
に
は
、
生
産
し
た
野
菜
を

使
っ
た
菓
子
や
パ
ン
な
ど
、
加
工
品
作

り
を
始
め
た
い
。
目
指
す
の
は
『
野
菜

パ
テ
ィ
シ
エ
』
で
す
」
と
話
す
小
山
さ

ん
。
将
来
を
見
据
え
、
昨
年
は
加
工
品

に
使
用
で
き
そ
う
な
野
菜
も
数
種
類
栽

培
し
ま
し
た
。

　
特
に
カ
ー
ボ
ロ
ネ
ロ（
黒
キ
ャ
ベ
ツ
）

や
バ
ジ
リ
コ
・
ナ
ー
ノ
（
バ
ジ
ル
の
一

種
）
な
ど
、
色
鮮
や
か
な
イ
タ
リ
ア
野

菜
に
注
目
し
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど

を
自
宅
で
試
作
し
て
い
ま
す
。
菓
子
や

パ
ン
作
り
は
教
室
に
通
っ
て
技
術
を
磨

い
て
お
り
、
今
後
は
製
菓
衛
生
師
な
ど

の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
な
る
べ
く
減
農
薬
で
栽
培
し
て
、

野
菜
も
お
菓
子
も
多
く
の
人
に
安
心
し

て
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。
生
産
者
と
し

て
、
食
の
大
切
さ
や
安
全
性
を
伝
え
ら

れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
」
と
意
気
込

み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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ＮＯＳＡＩ山梨広報係　ＴＥＬ055-228-4711　http://www.nosai-yamanashi.or.jp

生産現場のアイデアが満載

分かりやすい農政解説

NOSAIの仕組みが分かる

身近な話題が豊富

農業共済新聞を、２ヵ月無料で
ご自宅や職場へ郵送します。
お申し込みは、ＮＯＳＡＩ山梨へ。
ホームページでも受け付けています。

　ＮＯＳＡＩでは、土壌診断を実施し、土壌養分の測定後に診断書をお届けしています。
　診断書では、測定した６項目（ｐＨ、電気伝導度、石灰、苦土、加里、有効態りん酸）の値から、土
壌中に含まれている養分のバランスをみることができます。診断結果は、養分が不足している場合は補
い、過剰な場合は減肥するといった判断の基準になります。結果をもとに生育環境を整え、より効率的
な施肥へとつなげましょう。

　最近、水田をはじめ畑では、りん酸や加里が過剰傾向にあると言われています。今年度の診断結果か
らも、一部の圃場で養分過剰が見られました。一度崩した健康は、なかなか簡単には回復できないもの
です。表を参考に、圃場の健康チェックを行ってみましょう。

土壌診断書の見方や施肥の
ご相談は、お近くのNOSAI へ！

中央支所 055-266-4411　南アルプス支所 055-282-0443
北部支所 0551-23-1111　富士支所 0554-45-6611　本所 055-228-4711

まずは農業だけで生計を立てるのが目標だという小山さん

トラクターも自在に乗りこなします

夢
は
「
野
菜
パ
テ
ィ
シ
エ
」

農業共済新聞
記事紹介

りん酸と加里が過剰に蓄積しています。
りん酸の施用を控えるとともに、加里の施用は基準施
用量の１/２にしましょう。

項　目

mS／m̶ mg／ 100g mg／ 100g

＜基準値より高い場合＞
・石灰肥料の施用を控える
・pHが上がらない肥料（硫安や
  過りん酸石灰など）を施用する

＜基準値より低い場合＞
・石灰肥料を施用する

＜基準値より高い場合＞
・分析値が基準値（上限）の1.2 ～ 1.5 倍量→
　　　　　　　　　　　　　　　　　肥料は基準量の1/2を施用

・分析値が基準値（上限）の1.5 倍量以上→
　　　　　　　　　　　　　　　　　対象となる肥料は施用しない

＜基準値より低い場合＞
・基準値（下限）より不足している量を各肥料で補給する。

単　位

数値の
見　方

主　な
対　策

を見てみよう！土壌診断書
水田と畑の健康チェック

有効態りん酸
ゆうこうたいりんさん

石灰、苦土、加里
せっかい　  くど　　　かり

塩基類
電気伝導度（EC）
でんきでんどうど（イーシー）

ｐH
ペーハー

ｐH「７」が中性
酸性＜pH７＜アルカリ性
多くの作物は、「やや酸性」
を好みます。

数値が高いほど
肥料成分の残量が多い
窒素肥料の施用量の目安と
なります。

塩基類が多いと土壌の
pHはアルカリ性
3つ（石灰、苦土、加里）の
値のバランスが大切！

100以上は過剰
分析値が100以上の場合は、
りん酸を与えても収量は増え
ません。

＜窒素肥料施用の目安＞
30以下→基準量を施用
30～ 150→基準量の
　　　　　　1/3～ 1/2 を施用
150以上→施用しない

※ハウス栽培などの施設土壌では、窒素
　以外の成分（硫酸など）でECの値が
　上昇する場合もあるので注意する。

小
山
さ
ん
の
記
事
は
農
業
共
済
新
聞
２
月
４
週
号

「
山
梨
・
神
奈
川
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

土壌の酸性度 肥料成分の残存状態の目安 作物が吸収しやすい状態のりん酸の量作物の栄養分

１０以下：
肥料はほとんど残っていない
１００以上：
肥料がたくさん残っている

水稲の場合
基準値：６.０～６.５
（やや酸性）

理想のバランスは・・・
　　石灰：苦土：加里
　　 ５   ：  ２   ：  １

基準値：10～30
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①結局。行き着くところ。○○のつまり。
②毛先が広がってきたら取り替えましょう。
⑥耳につけるアクセサリー。
⑦日本古来の芸道の本家または当主。
⑧コーヒーに違いが。カフェラテとカフェ○○。
⑨お祝いなどで贈られる高価なお花。
　○○○○ラン。
⑪稲や小麦の茎を乾燥させてできる。
⑬今年の直木賞作家。恩田○○。
⑮犬の散歩時に首輪につけます。
⑰英語で「茹でる」。
⑲成績や生活態度が優れている生徒。

渡辺勝さん（富士吉田市）/大村繁久さん（山梨市）/石井克枝さん（大月市）/横森利津子さん（北杜市）/清水栄子さん（北杜市）/
高橋ちづるさん（北杜市）/村松光子さん（市川三郷町）/曽田悦子さん（身延町）/遠藤高子さん（南部町）/山口崇明さん（道志村）

①右回りのこと。
②よく確かめず分かったつもりで間違えること。
③海にすむ出世魚。イナダ→ワラサ→○○。
④たまごの黄身。
⑤一時的に降ったり止んだりする雨。
⑥最初の遣隋使として中国へ。小野○○○。
⑩不足を満たそうと強く求める気持ち。○○○○
　にかられる。
⑫2010年のヒット商品。食べる○○○。
⑭こんなビールは嫌だ！！
⑯面・小手・○○・突き。
⑱○○海老。○○神宮。○○丹。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

正解した方の中から

抽選で10名様にクオカード千円分を

プレゼントいたします。

ご応募お待ちしています！

赤枠の文字を並び替えて
答えを見つけてください！

冬号のクロスワードパズルの答えは「オトシダマ」でした。たくさんのご応募をありがとうございました。

　
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
に
①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

答
え
②
氏
名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
年
齢
⑥

性
別
⑦
電
話
番
号
⑧
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙

へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
・
ご
要
望
な
ど
を
ご

記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り

　
平
成
29
年
４
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

●
応
募
先

　
〒
４
０
０-

０
０
３
４

　
山
梨
県
甲
府
市
宝
１
丁
目
21-

20

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
広
報
係

　hon@
nosai-yam

anashi.or.jp

子
牛
の
防
寒
対
策

〜
現
場
で
み
た
農
家
さ
ん
の
工
夫
〜

開
花
期
の
凍
霜
害
に
注
意

ス
モ
モ
・
モ
モ
・
オ
ウ
ト
ウ　

峡
北
地
域
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
獣
医
師

に
な
っ
て
４
年
。
農
家
さ
ん
と
牛
と
一
緒
に

「
一
番
好
き
な
こ
と
」
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
事
に
感
謝
し
て
、
獣
医
師
と
し
て
さ

ら
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

家
畜
診
療
所

獣
医
師
　

堀
江
未
沙
子

技
術
顧
問

　齋
藤

　辰
哉

　
哺
乳
子
牛
が
快
適
に
過
ご
せ
る
温
度

は
15
〜
25
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
を
下
回
る
こ
と
が
多
い
こ
の
時
期
、

寒
さ
の
せ
い
で
下
痢
や
肺
炎
を
発
症
し
、

体
調
を
崩
す
子
牛
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
子
牛
の
健
康
を
守
る
た
め
、
農
家

さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
防
寒
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
カ
ー
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ネ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
マ
ー
を
着
用
さ
せ
、
ヒ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、
体
熱
を
失
い
や
す
い
子
牛
の
体

を
保
温
し
ま
す
。
ま
た
、
敷
き
料
を
厚

く
し
、
こ
ま
め
な
交
換
を
行
う
こ
と
で

寝
床
を
乾
燥
し
た
状
態
に
保
ち
、
子
牛

の
お
腹
を
冷
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

冬
場
は
牛

舎
を
閉
め

切
る
こ
と

が
多
く
な

り
が
ち
で

す
が
、
日

中
の
適
度

な
換
気
も

風
邪
を
ひ

か
せ
な
い

重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で

す
。

　
「
こ
ん

な
に
寒
け

れ
ば
、
い

く
ら
寒
さ

に
強
い
牛
だ
っ
て
こ
た
え
る
じ
ゃ
ん
ね
」

と
言
い
な
が
ら
、
牛
に
寄
り
添
い
、
健

康
維
持
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
農
家
の
み
な
さ
ん
。
人

も
牛
も
健
康
で
笑
顔
で
春
を
迎
え
た
い

で
す
ね
。

　
３
月
は
、
桜
前
線
の
北
上
と
と
も
に
ス
モ
モ
や
モ
モ
の
開
花
を
迎
え
る
時
期
で
す
。

し
か
し
、
開
花
期
前
後
に
０
℃
以
下
の
低
温
に
な
る
と
、
つ
ぼ
み
や
花
に
障
害
を
受

け
結
実
不
良
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
開
花
期
近
く
に
な
っ
た
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、
冷
気
の
た
ま
り
場
や
凍
霜
害
の

常
習
地
域
で
は
凍
霜
害
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

家
畜
診
療
日
記

ＮＯＳＡＩトーク

技
術
情
報

農
業

果
樹
果
樹

クイズの答えと一緒に寄せられた
ご意見・ご感想の一部をご紹介します。

　３年程前に仕事をやめ、ワイン用
のブドウを作っています。２ヵ所の
土地にそれぞれのブドウを作ってい
るのですが、場所によって病気、虫
と色々と悩まされていて、地域の人
や農協の方々に聞いたりしてなんと
か作っています。
　　　　　　 （山梨市　50代女性）

　今までに何度か共済部長をしま
したが、共済部長ご夫婦の紹介の
ページが自分におきかえて考えさ
せられました。
　　　　　（都留市　70代男性）

　白菜のクリーム煮・香り漬けを
作りました。鍋にする以外あまり
調理方法を知らなかったので、と
ても参考になりました。
　　　　　（甲斐市　40代女性）

　共進会の記事、知っている方だ
ったのでうれしかったです。
　　　　　（身延町　60代女性）

　本紙に登場する方々は元気でご
活躍されていて嬉しく思います。
しかし、農業をやっている方の高
齢化のせいでしょうか、途中で出
来なくなり、草ボウボウの畑や、
収穫できずそのままのところを見
ました。なんだか寂しいです。　  
　  　　 （富士川町　50代男性）

　県一になったことで他地域の情報
も見ることができて、楽しみが広が
りました。  （韮崎市　70代女性）

　ＮＯＳＡＩクロスワードいつも楽
しみにしています。いつも問題を解
きますが、応募は初めてです。これ
からもいろいろな問題楽しみにして
います。　  （韮崎市　60代女性）

・
凍
霜
害
の
常
習
地
域
や
、
生
育
が
早
く

　
被
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
場
合
に
は
、

　
摘
花
や
早
期
の
摘
果
を
遅
ら
せ
る
。

・
圃
場
の
乾
燥
は
凍
霜
害
を
助
長
す
る
の

　
で
、
十
分
な
潅
水
を
行
い
土
壌
水
分
を

　
保
持
す
る
。

・
オ
ウ
ト
ウ
な
ど
の
雨
よ
け
施
設
で
は
、

　
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
に
よ
り
降
霜
防
止
す
る
。

・
気
温
の
推
移
に
よ
っ
て
凍
霜
害
危
険
温

　
度
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

　
事
前
に
シ
モ
コ
ン
等
灯
油
の
燃
焼
機
材

　
を
10
ａ
あ
た
り
30
ヵ
所
に
設
置
し
、
１

　
℃
前
後
に
な
っ
た
ら
燃
焼
さ
せ
る
。

事
前
対
策

・
結
実
の
確
保

　
　
開
花
中
か
ら
落
花
期
で
は
、
比
較
的 

　
被
害
程
度
の
軽
い
樹
冠
上
部
や
下
向
き

　
の
花
、
遅
れ
花
な
ど
に
丁
寧
に
人
工
授

　
粉
を
行
う
。

・
摘
果
を
遅
ら
せ
る

　
　
モ
モ
、
ス
モ
モ
で
は
低
温
障
害
に
よ

　
り
奇
形
果
、
さ
び
果
、
不
受
精
に
よ
る

　
生
理
落
果
が
発
生
し
や
す
い
。
果
形
や

　
生
理
落
果
が
確
認
で
き
る
開
花
後
30
日

　
頃
を
目
安
に
行
う
。

・
樹
勢
の
安
定
を
図
る

　
　
被
害
が
大
き
い
場
合
に
は
、
着
果
位

　
置
の
悪
い
果
や
小
玉
果
で
あ
っ
て
も
残

　
し
、
着
果
量
の
確
保
と
徒
長
・
過
繁
茂

　
な
ど
に
留
意
す
る
。

事
後
対
策

NOSAI T
AL

K 
 N

OS
AI TALK  NOSAI TALK  NOSAI TALK 

vol.03

当選おめでとう
ございます！
当選おめでとう
ございます！

スモモ、オウトウの低温許容限界温度（単位：℃） （山梨県果樹試験場）
品種

大石早生
ソルダム
太陽
高砂
佐藤錦

発蕾期
-2～-3
-5
-4
-3
-4

蕾期
-2～-3
-4～-5
-3
-2～-3
-2～-3

満開期
-2～-3
-3～-4
-2～-3
-2～-3
-2

樹種

スモモ

オウトウ

朝
の
最
低
気
温
が
３
℃
以
下

前
日
晴
れ
て
、
午
後
８
時
に
８
℃
以
下
、

午
後
10
時
に
５
℃
以
下
に
な
っ
た
と
き
は
、

翌
朝
降
霜
の
危
険
が
大
き
い
。

霜
が
降
る
目
安

11 10

カーフジャケットであたたか

ネックウォーマーを着用した子牛

凍霜害を受けたスモモ（太陽）
めしべが褐変し、枯死する



旬をおいしく！
農菜レシピ 常夜なべ・ほうれん草の煮びたし

＊材料＊（２人分）

①豚肉は半分の長さに切る。ほうれん草はよく洗
　い、根元に包丁を入れてさいておく。

②土鍋に水を７分目まで入れ、昆布、酒を入れて
　沸かす。

③なべにほうれん草と豚肉を入れて煮る。

①ほうれん草はかためにゆで、水にとって冷ます。
　水気を絞って３センチの長さに切る。

②油揚げは熱湯をかけて油抜きをし、
　２センチ幅に切る。

③なべに A を沸かし、ほうれん草と油揚げを入れてひと煮立ちさせ
　る。そのまま冷まして味を含ませる。

＊作り方＊

・平成28年産水稲・麦・果樹

 共済金総額8700万円を支払う
・水田と畑の健康チェック

 土壌診断書を見てみよう！

向山美和子の料理教室
向山美和子先生

子どももお年寄りも男性も、
みんなが集える教室

☆常夜なべ

ほうれん草…1/2 束
油揚げ…1/2 枚
A　出汁…100cc
　  薄口しょうゆ…小さじ１
　  塩…ひとつまみ
　  砂糖…小さじ１

☆ほうれん草の煮びたし

☆常夜なべ

☆ほうれん草の煮びたし

豚ロース薄切り…200g
ほうれん草…1/2 束
酒…大さじ２
昆布…５センチ
ポン酢
　　しょうゆ…大さじ３
　　出汁…大さじ３
　　カボスやスダチの絞り汁

根元に切り込みを入れると
均一に茹で上がる！

お好みで、あさつきや紅葉おろしを薬味にして召しあがれ。

り
ゅ
う
た

やまなし［発行］

URL　  http://www.nosai-yamanashi.or.jp
E-mail  hon@nosai-yamanashi.or.jp

本所 
〒400-0034　山梨県甲府市宝１丁目21-20
TEL 055-228-4711　FAX 055-228-4715

中央支所
〒400-1501
甲府市上曽根町 3206-2
TEL 055-266-4411

南アルプス支所
〒400-0306
南アルプス市小笠原 1339-1
TEL 055-282-0443

富士支所
〒402-0056
都留市つる５丁目2-21
TEL 0554-45-6611

北部支所
〒407-0001
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広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
７
春
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
今
回
は
平
成
28
年
産
の
共
済
金
支
払
実
績
に
つ
い

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
農
家
の
皆
さ
ま

に
は
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
昨
年
の
合
併
直
前
号
か
ら
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
毎
回
た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
を
い
た
だ
き
、
編

集
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相
変
わ
ら
ず
「
き
ょ
う
さ

い
部
長
」
の
取
材
で
は
、
楽
し
い
ご
夫
婦
の
お
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
書
き
き
れ
な
く
て
困
る
ほ
ど
で
す
。
皆
さ

ま
に
も
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

編
集
後
記
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富
士
吉
田
市
で
水
稲
１
０
０
㌃
、

大
豆
７
０
㌃
、
野
菜
１
０
０
㌃
を

栽
培
し
て
い
る
宮
下
さ
ん
。
耕
作

す
る
水
田
か
ら
は
、
大
き
な
富
士

山
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
孫
の
竜
汰
く
ん
は
、
お
肉
よ
り

焼
き
魚
や
野
菜
を
好
む
大
人
の
味

覚
。
最
近
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
も
ら

っ
た
人
生
ゲ
ー
ム
に
夢
中
で
す
。

保
育
園
の
パ
ン
ダ
組
で
は
、
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
が
は
や
っ
て
い
ま
す
。

　
春
か
ら
小
学
一
年
生
。
小
学
生

に
な
っ
た
ら
算
数
を
が
ん
ば
る
そ

う
で
す
。

竜
汰
く
ん
（
６
）

宮
下
　
司
さ
ん
（
78
）　
ア
サ
ミ
さ
ん
（
71
）

山梨県農業共済組合

〈
予
告
〉

広
報
紙
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
２
０
１
７
夏
号

（
平
成
29
年
6
月
発
行
予
定
）

ア
ル
バ
ム

冬号

・平成28年産水稲・麦・果樹 共済金総額8700万円を支払う
・水田と畑の健康チェック 土壌診断書を見てみよう！
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